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第 2 回 江部乙中学校区 学校運営協議会(概要)

【司会進行 事務局校 教頭 橋本孝博】

第２回江部乙中学校区学校運営協議会は、滝川市立江部乙中学校 橋本孝博教頭の司会
進行により、スムーズに進められました。

１「開式の言葉」の後、２「会長挨拶」では、平澤一彦会長からご
挨拶がありました。
「新型コロナウイルスの感染拡大の影響により、思うように

活動が進められず、ようやく本日こうして集まることができま
した。現在、感染者数が減少している様子があり、このまま収
束してほしいと思います。学校運営協議会が中々開催できない
中でも、統合に向けての様々な動きは着実に進んでいます。Ｃ
Ｓとして、どう対応していけるのか本日は協議していきたいと
思います。よろしくお願いいたします。」

３「各校の教育活動と生徒の様子（口頭）」では各学校の校長より説明がありました。
始めに江部乙小学校 中島淳校長から説明がありました。

「６月５日 (土 )に予定していた運動会は、緊急事態宣言により延
期となりました。規模を縮小して体育の授業内で７月１０日 (土 )
に実施しました。修学旅行については市内小学校で唯一、緊急事
態宣言の影響により延期となりました。１０月１１日 (月 )～１２
日 (火 )に実施し、肌寒い中ではありましたが、予定通りラフティ
ングを体験することができました。学習発表会は１０月９日 (土 )
に実施することができました。最近では江陵中学校と江部乙中学
校の統合に向けて、滝川第一小学校・滝川第二小学校・江部乙小
学校のそれぞれ６年生が滝川第二小学校に集まって、交流会を行

いました。江部乙小学校の子どもたちは委縮することなく、積極的に交流しており、進学
に向けてよい経験になったかと思います。子どもたちに学習面・生活面で自信を持たせ中
学校に送り出せるよう、今後も皆様のご協力をいただきながら指導にあたりたいと思いま
す。」

次に江部乙中学校 鳥谷部賢太校長から説明がありました。
「学校行事についてですが、ゴールデンウイーク明けに２年生の
宿泊研修、３年生の修学旅行共に無事出発することができました。
体育大会は７月１９日 (月 )に延期となり、３０℃以上もある大変
暑い中で実施いたしました。９月４日 (土）には学校祭を開催いた
しましたが、保護者の方の来場も不可とせざるを得ませんでした。
そこで zoom を使って配信を行い、インターネット上で学校祭を
観覧できるようにしました。半数以上のご家庭が zoom 配信を視
聴されました。その後、全家庭に学校祭の様子を映したＤＶＤを
配布し、子どもたちの様子をご覧いただきました。１０月３０日 (土）には閉校式が執り行

われました。当日の夜には北辰の森で花火を打ち上げ、在校生や
地域の皆様に楽しんでいただけたかと思います。その他では道の
駅前のバス停待合室の内壁を生徒たちが考案したデザインをもと
に塗り直したり、中学校前の坂道途中にある看板のデザインを３
年生の女子が担当したりと、様々なところで子どもたちが力を発
揮しています。今後の予定としまして、１１月２５日 (木 )に１、
２年生が江陵中学校に行き、実際に授業を受ける予定です。安心
して統合を迎えられるよう、いろいろな取り組みを行っていると
ころです。」

日時 令和 3 年 11 月 9 日 (火 )16 時 30 分～17 時 20 分
場所 滝川市立江部乙中学校 被服室

平澤一彦会長

中島淳校長

鳥谷部賢太校長

協議会の様子
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４「全国学力 ・学習状況調査の結果とＮＲＴ、
学校評価の取り組み」について、江部乙小学校
髙橋一徳教頭と江部乙中学校 橋本孝博教頭
からそれぞれ資料の通り説明がありました。
その後「質疑応答」があり、委員から以下

の質問がありました。

<各委員から出された質疑応答 ・協議> 〇
質問 ◇ 見解 △意見

５「江部乙中学校統合後の令和４年度学校運営協議会について」では、江部乙小学校 髙橋
教頭より議案の通り説明がありました。江部乙小学校は令和４年度より江陵中学校区学校
運営協議会に加わることとして、委員全員の承認が得られました。

<各委員から出された主な質疑応答・協議> 〇 質問 ◇ 見解 △意見

６「その他」では特に協議事項はありませんでした。

７「今後の日程」では議案の通り日程の確認をしました。第３回江部乙中学校区学校運営

協議会は２月中旬に開催予定です。

８「閉式の言葉」により第２回学校運営協議会が終了しました。

冬に向けて寒さが深まる中、委員の皆様の熱心な協議により実り多き会議となりました。

ありがとうございました。

△ 中学校の課題として「家庭学習の未定着」が上がった。江部乙中学校の「２学習・生
活習慣等の状況について（特徴的なものを抜粋）」の「将来の夢や目標を持っています
か」と「家で自分で計画を立てて勉強していますか」について全道・全国平均よりも大
幅に下回っている。この２つの設問はリンクしていると考える。将来の夢や目標がない
のに、家で机に向かう気になるだろうか。まずは大人たちが人生は楽しいんだというよ
うな、生き方を子どもたちに見せることが大事ではないのだろうか。子どもが夢を持て
ば、自然と机に向かうと考える。

◇ 意見として受け止めた。

〇 江部乙中学校ではタブレットについて、どんなアプリやソフトを使っているのか？小
学校では現場の要望を市教委に吸い上げていただく形で「ロイロノート」を使用してい
る。

◇ 中学校では端末に付属の「ワークスペース」を利用している。

△ ロイロノートは国語や算数に限らず音楽の学習等でも活用でき、非常に使いやす

い。今年度は無料期間を利用して使っているが、来年度以降も予算を付けてぜひ使え

るよう市教委にお願いしたい。またロイロノートは料金がどの学校でも同じ価格であ

ると聞いた。子どもの数で費用を頭割りすると、江部乙小学校と他の学校では費用格

差が生まれるため、その点もご留意いただきたい。

◇ 意見として受け止めた。

〇 統合について、子どもたちはスクールバスでの通学となると思う。江陵中学校まで毎
日往復することを考えると、相当な時間乗車することになる。その点について保護者や
子どもたちの負担は大丈夫なのか。

◇ 統合に関わっての話し合いはこれまでに幾度も行われてきており、保護者と生徒への
説明も行っている。また乗車時間が長くなりすぎないようにバス停の設置地点も検討し
ている。

髙橋一徳教頭 橋本孝博教頭


